
平成 26年 ４月

1 東御市安心安全な公園づくり(防災・安全)

平成25年度 長野県　東御市

市内に10ヵ所ある都市公園を対象とし、計画的・効率的な維持補修等の整備を行うために、公園施設長寿命化計画を策定する。

（H25年当初） 　（H25年末）

長寿命化計画の策定進渉率

1.交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29

1-A-1 公園 一般 東御市 直接 公園施設長寿命化計画策定調査 東御市 12

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業
地域 交付 直接

備考

種別
種別 対象 間接

H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別
種別 対象 間接

H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費

（百万円）

市町村名

港湾・地区名

事後評価の実施時期

・事業完了後

公表の方法

・東御市ホームページで公表

・東御市において評価を行い確定

東御市 都市公園10公園　20.92ha

Ｂ全体事業費

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

12百万円

（事業箇所）

Ｃ

要素となる事業名

Ａ 12百万円

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制

番号

事業者

要素となる事業名 事業内容

番号

事業者

要素となる事業名

事業内容

市町村名

事業実施期間（年度）

全体事業費

（百万円）

（延長・面積等）

社会資本総合整備計画（事後評価）

計画の名称

計画の期間 交付対象

　　計画の成果目標（定量的指標）

そこで、都市公園10ヵ所の長寿命化計画を策定し、公園施設の安全性の確保及びライフサイクルコストの縮減を行い、利用者誰もが安心安全に利用できる都市公園を目指し整備を行う。

計画の目標

東御市の都市公園の大半が供用開始から25年程経っており、順次改修工事を行っているが、未だ多くの公園が整備を必要としている状況にある。

備考

当初現況値 最終目標値

全体事業費

（百万円）

効果促進事業費の割合

0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者

100%0%（長寿命化計画の策定進渉率）＝（長寿命化計画の策定済数）/（対象都市公園数）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

市町村名



2.事後効果の発現状況、目標値の達成状況

3.特記事項（今後の方針等）

日常点検、定期点検等により、公園施設の安全性を維持するとともに、公園施設長寿命化計画に基づく計画的な施設の長寿命化対策を実施する。

目標値と実績値に差が出

た要因

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現

（必要に応じて記述）

今後、計画に沿って補修等を実施していくことで、より安全に安心して利用できる都市公園の整備が可能となった。

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況

公園施設の長寿命化計画を策定することで、健全度の把握や補修等に掛かる費用の平準化、ライフサイクルコストの縮減等を図ることができ、計画的かつ効率的な維

持管理が可能となった。

Ⅱ定量的指標の達成状況

指標

市内すべての都市公園10箇所につ

いて、長寿命化計画を策定する

最終目標地

最終実績値

100%

100%


